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- シカゴ統計力学国際会議に出席して _-

基 研 松 田 博 嗣

この5月29~日か ら4月2日まで,シカゴで開かれた統計力学匡l･際会議の報

告を書 くように云われつつ 日を経るままに.もう半年に~も在って秋風が立ち始

めたoその間 ｢固体物理｣7月号には,米沢さんの見聞記が出て,お読みにな

った方 も多いだろ うが,細部はとにか く,夜か夜か 耽読ませ′る抽･ルポルタージ

ュで,会議の零囲気を主観に走 りす ぎず,よく伝えている.恩 非一読をかすす

めしたいo 自分にはあんなにうまく書け夜1vlL,今ざらと云う､気に怒っていた

節.本誌の編集員から厳しい催促を受けた｡ そ こ′セ気密に物が去える場と去う

太誌の趣旨を顔みに.全 く主観的夜印象だか妄想だかを書連ねて責をふさぐこ

とにしたい｡

今度の会議は qN即 Problems,N即･Techniques,NewConceptsbをテーマ

に掲げた もので,多体問題,非平衡状態,相変化,臨界現象,不規則系の統計

物理学などと,従来のように分野を規定したテーマとは違って,一見新鮮な感

じを受ける｡ しかし考えてみると,元来どの学術会議でも上の三要素が入って

い夜ければ面白味に乏しいわけで.その意味では,このテーマは一歩誤れば中

心の覆い総花式会議に,通ずる危険性をは らんでお り,どうなることか興味が持

たれた｡

1968年京都で開かれた前回の統計力学Ll際会議では,どの講演時間も割･

合短 くて,十分まとまった話が開けなかったこと,この会議の伝統に反して平

行して講演が行をわれたが,それも講演内容について予め十分な情報が与えら

れ夜かったこと,討論を十分括登に行食う零囲気が必ずしも作り出され浸かっ

たこと,参加者同志,特に日本人研究者と国外参加者との緊密夜交流が十分で

なかったことをどの批判があったらしい｡ それに対す る配慮があってかどう･か,

とにか く今回は大部分同じ建物に寝泊りし, plenarysessionは朝9時から夕

5時まで招待講演一本槍,一般講演はすべてそれと平行に2つの会場に別れて

行なわれた｡ 招待講演は講演時間1時間,討論時間50分で,たっぷ り余裕が
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あり,一方,一般講演の方は proiector を操作する世話役の学生が 1人いる

だけで,摩最もなし,演者が勝手にしゃべ るようになっているo だか ら面白い

話でも,同時に行夜われる燕待講演の方がより魅力的であれば聴衆 0と云 う可

能性 もあることにな る ｡ それはとにか く,1講演6頁からなる一般講演の予稿

集が参加者に配ちれてお り,従って真に関心の深い研究者同志が気楽に話し合

うには反って都合のよい面もあったO なるほどこれもNewTechnique かと感

心したOただ招待静演の方は題目だけでアブス トラク トす ら配布されてお らず,

平行して行食われる一般講演と自分にとってどちらが有益か見当が付かず,会

場を出た り入った りしたこともあった_O 予稿集をパラパ ラ見ると,一般講痕の

方は必ず しも前掲のテ-マに照して忠実に採否が判定されたとも思えず,勢 い

未知の要素の多い宿待講演.q)方に期待が掛け られた〇

･ 番待講演の第 1日は ｢基礎的原琴｣がテ-マで,先づカ !1-フォルエア大学の

Smale教授の New Developments inMechanics と云 う講演が行なわれた｡

教授はフィール ド賞受賞者で,反戦運動家として も知られ,如何にも天才肌の

人であるo現実の自然現象との関連から始まった数学は,現実か ら離れ碑象化

を行革う午とによって多 くのものを碍たが,今や再び現実との交渉を持つこと

によってその内容を豊かにすべ きであると云うような考えを述べ,大いに共感

を覚えたoLかし講演の承筋 自体は私にとってむつかしく.自然現象のあり方,

取扱い方にどのようを示唆が与えられたのか把握出来夜かったO.

最近数学者の統計力学に 対す る関心は次第に高ま りつつあり,この会議とは

別牢 4月1旬ニューヨークでアメリカ数学会主催の下に MathematicaiAspe-

ctsofStatisticalMechanicsと云 う sessionがあ り,Dyson,Kacらが

話すとか開いた｡数学者の話がむつかLLへのは,数理解析研での数学者 との合

同研究会でも同様で,要は数学者の言葉を我々が知らない上に,数学者は物理

学者もそれを知っていると考えるのか或は知っているべ きと考えて,自分に納

得の行 くように話されるためであろう｡たしかに我々の敦奉の低さもあろうo

そ う云ってしまえば,それまでだが.一般の数学者が物理の言葉を十分理解し

ているとも思えをいのだから,そ こはお互様 で 一語の内容を数学的にでは貴

く,文学的に問題意識 と結果だけを丁寧VL話してもらえないものかと考えた り

した｡

-820-



松田博嗣

午後に ExactResultsとして Grffiths, Lebowitz両教授がそれぞれ平

衡,非平衡の問題について綜合報告をしたoこれらの話は演題のせいもあるが,

きちんとまとまったか在 り判 り易いものであった.平衡の問題の中では,浅野

太郎氏の AnisotropicHeisenberg･modelVC一対するYang-Lee定理が最近 の

成果として紹介され,結果自体のみならず,証明法も興味があると云われた｡

これは boson系に対する量子格子モデルで , hard coreを別 として粒子間相

互作用が引力のみの系で,量子効果が余 り強 く食いときは古典の場合と同じく

相転移は一つしかないことを保証するもので.相転移のあり方が少しづつにも

せよ,次第に足固めがされて行 くこと,またその中に日本人の仕事が-つ受入

れられたの哲開 くのは快かった｡

Lebowitzは剛体球の集団に対するエルーゴー ド問題に関する Sinaiの結果の

意味づけを行食い,閉じた有限系では速度の自己棉関関数,およびその時間横
､t

倉 f<ⅤⅩ(t′)ⅤⅩ(o)>dt′は 卜- - で0に収束することを示したoさらに
0
両端が異なる温度の熱浴に接触した不規則を質量分布をもつ調和振動子鎖にお

ける熱伝導が Fourierの法則には従わないだろうと云う問題に言及したoこれ

は前の京都会議で,われわれが始めて扱った問題で,永宮先生とFrahlich教授

だけが面白いと云って下さったことを記憶している｡それが又,こうして議論

の対象になるのは悪い気はし允い｡ しかし,われわれのも,その後やられた

Casher-Lebowitzの もまだ不十分を答しか得 られてい希いol次元の問題 と

云って も容易ではないのである｡

厳密な結果を碍ようとするのは物理学者全般として少数派であるし,元来,

理論物理学は信頼し得る基礎の上に築かれれば十分で厳密性は至上の条件では

夜hoそれにしても日本にももう少し厳密派がいてよいような気がするo厳密

夜結果はなかなか得難いし,得られても現実の実験結果と比較するには相当拒

少のある条件下でしか腐られないことが多 く,せっかち夜日本人の国民性に食

わないのかも知れ食い｡一つ一つについてみれば大したことは食いようでも,

厳密な結果のい くつかの集ま りが,統計物理学の支えに売っている効果は大き

い01つの借板し得る情報が 10ー0の不確か夜情報に勝 り , ア リバイの確認が

迂遠をようでも真犯人発見の近道と云 うこともあろう｡

2日目の生物学における進歩に関す る sessionは確かに従来の統計力学の枠
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か ら出た新しい問題を含んでいる｡ここでは狭.vl意味の統計力学におけるよう

に,力学系が対象になるとは限ら食い｡現象に即して現象論的を方程式が立て

られ.その解が論ぜ られ る O施.ntroll教授のは生態学にお､けるVolterra方

程式の解の性質を中心とした話で,互に相関をもって生存する2種以上の生物

の消長の実例などを示しつつ講演されたOさすが夜か夜か上手夜話し方であっ

たが,内容の新しさについては専門外でもあ り,一寸判 らなかった｡離.H.

Cohen教投は発生学的を問題をアメーバの世代のサイクルの映画で例示し,そ

の集合期に.おける同期的な一種の集Lqi運動についての理論を述べた｡映画は大

変印象的で,理論はこの琴象を化学反応として考えるらしいが,どのように現

象の実体が捉えられたのか,肝心の所はどうもよく判 らなかった｡

5日冒以後の招待講演は一般化された流体力学,相転移,液体に関するもの

で,米沢さんの報告に手際よくまとめ られてい る ｡ 自分の興味か らす ると,逮

度の 自己相関関数 < vx(t)ⅩⅩ(0)> の t->- での漸近的な振舞が 了d/2

(dは次元数)に比例すると云 うAiderらの計餓 実験を巡 る論議の他は余 り

強い印象を受けなかったし,余 り際立った新しいものはをさそ う夜気がしたO

-般講演の方では,最近 自分が関心をもっている高密度物質に.関す る講演は

取消され,融解現象に関する報告も開けず,がっか りであったO ただ 10数年

前松原さんと導入した量子格子モデルについての研究発表が 2,5あったのは

一寸楽しかった｡ もっともそれらは,い くらか technical夜興味でやられてし1

るように見受け られ,もう一つ食足 りをかった｡ 量子格子モデルは極低温

properの研究者には余 りappealL覆いようだが,統計力学者には興味をもつ

人もかなbいるようであるOその感じは判 るが,それが真に必然的なことかど

うかo自分には,とのモデルの含畜す 去もの,特にその dynamicsとHe4の超

流動との関係が十分汲みつ くされたとは思えなし1し,モデ}1,の通庸限界も,まだも

うーっはっきりしないように思われて葱らない｡

会議が了ってシカゴ美術館を訪れた｡シカゴの衝はお世辞にも美しいと云えない

が.美術館や博物館は見車をもので,感激した｡この後にワシントンでは Smit-

honianNationalGallery ofArts でも絵画を見たが,全 く7メ1)カの

資力の現れを見るよう夜もめで∴立派をコレクションであった｡ 絵を見ながら

会議の疲れを癒す中に,統計物理学も絵画も万更無縁のように思われ貴 く夜っ

-822-



桧田博嗣

てきた｡ 自然を簡単夜モデルで理解しようとする統計物理学と2次元的な限ら

れたカンバスの上に5次元的夜自然を表現しようとする絵画とは似たようなも

のでは覆いか｡絵画に技術があるように,統計物理学にはそれ怒りの手法があ
り,流行もあれば,スク-ルもある｡

･印象主義が遠近法の追求だけで夜 く,色彩と光線の探究に上って 5次元の 白.

然空間を再現しようとした写実主義の行きつ く必然的夜終着駅である怒らば,

恵子統計力学の発展と超流動,超電導現象の一応の理解はほぼこの段階に擬せ

られるのでは孜かろうかo統計力学のモデルの性質を解明するための解析的方

法,従来の近似的方法とは異質の手段として甲南遠計算機の登場は,カプラの

発明疫も比せ られよう｡ artisanの仕事であった単なる写生,単複る肖像画
】

作 りは容易に写真に取って代えられてきたわけである｡ それに留まらず写真は

一つの芸術のジャンルとして発展していふo

古典液体論で計算機の果した決定的夜役割 - ′J､自由度系に対す る統計力学

の適用限界,剛体球の相転移,モデルポテンシャルの特徴と系の振舞の因果関

係の解明夜ビ ー -つ凌取ってみても,すでにそれは単漁 る 写実では筏 く,芸

術の域に達していると云えよう ｡ とは云え,もし計算機の性能,利用技術が現

在の段階に留まっている夜らば,それは統計物理学全般の研究方法を揺振るほ

ど大した~ことでは覆いか.も知れないO実際現在までの所,量子力学的系に対す

る計算桜の寄与は如何搾大きくても,それば結局解析的方法の補助手段や細部

の refinement - 画家の助手の仕事 - 程度に止まっているoしかし計算

機の発達が頭打ちをする保証はまだ夜さそ うであ･るO

印象主義か ら7オ- ビズム-の静行,抽象主義,評価に戸惑 う現代絵画の硯

､状時何か統計物理学の現状に通ずるものがありはし孜いかo 生物学,生態学-

の応用はいままで画材転なら葱かったものに立向って,新生面を切拓こうとす

る動きであり,数学との境界領域の開発は抽象画にも比せ られよう｡ 統計物理

学者の果す役割としてどの道に.進むのが自然認識の深化に最も有効であろうかO

I- す っきりと意見の一致が出て来たいのも,現代絵画に似ているのではたか

ろうか｡

こん夜想いは或は旅と会議疲れがわざする幻覚かも知れない｡しかしマyネ

リズムに賄った b . ただせっせと発表作品の数を増すだけでは真の進歩が碍ち
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れぬことは,統計力学でも絵画の世界でも共通では覆いか｡ 画商に支配され,

芸術を忘れてただ取入のためにせっせと画を描 くような画家には在りた く希い

一 云うべ くして実行はむつかLhL,月給を貰って何一つ発衰せめよりはま

しだろうと云う安易 夜 気拝が起 らぬで もないが - とにか く半年過ぎた今でも

まだそん葦ことを考えて小 暮t｡.
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